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日本における韓国に関する社会学的研究
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はじめに

日本における隣国である韓国に対する社会学的な

研究は残念ながら余 り多いとはいえない1｡しかし､

殊に70年代の中盤以降､韓国の経済発展が進み､そ

の急激な社会変化が伝えられるにつれて､徐々に社

会学的な視点からの研究は増加 してきた｡その研究

は以下のような特徴を持ってきたといえるだろう｡

第一に､その研究の方向としては､韓国社会自体

に関する研究､韓国とそれ以外の社会､殊に日本社

会との比較研究､そして在日朝鮮 ･韓国人 (以下で

は ｢在日｣と略することがある)あるいはその社会

に関する研究に大別できると思われる｡また､カバ

レッジで見れば､もちろん相互に深 く関連するが､

韓国社会自体の研究は韓国の伝統社会に関する研

究､伝統社会の変化に関する研究､あるいは産業化

に関わる研究に分けられるようである｡もちろんこ

れらに関して他社会との比較研究があるのは言うま

でもない｡｢在日｣社会の研究はその形成や階層分

化に関するもの､アイデンティティのありようや生

活習慣､親族や祭紀に関する考え方の変化などに関

わる研究に大まかには分けられる｡

第二の特徴としては､その研究が日本人研究者だ

けではなく韓国の研究者､あるいは韓国からの留学

生､｢在日｣の研究者などによって担われてお り､

日本の韓国社会研究は韓国人研究者に大きく支えら

れている､という事実を指摘 しておくべきだと思わ

れる｡ 従って､本論では ｢在日｣を含む韓国人研究

者が日本語で発表した業績も積極的に取り上げるこ

とにしたい｡

本稿では以上のような二つの特徴を考慮しつつ日

本における韓国社会研究をレビューすることとする

が､筆者がレビューの対象として取り上げる範囲と

その触れ方に関してあらかじめ少 し述べておきた

い｡ここでのレビュー対象文献は､1985年から95年

までの間に日本社会学会 r社会学評論｣の文献目録

に掲載された著作､論文を主とし､それ以外に筆者

が知見した文献を対象とした｡また､隣接科学にお

ける業績との関係から見れば､文化人類学からの研

究は基本的に除外し､社会学がベースとなっている

と考えられる､あるいは筆者の問題関心から見て関

係が深いと考えられる経済学的､経営学的な研究に

ついては筆者の判断で付け加えた｡レビュー対象は､

基本的には日本語で書かれた著作に限定した｡近年､

日本人研究者の中でも韓国語あるいは英語等で論文

を作成し､海外で報告するケースも増えてきている

が､今回はそれらをも対象から除外 した｡これはひ

とえに筆者の力量不足によるものである｡また､レ

ビューを進めるフレームワークと順序は､以下に述

べるような､筆者の韓国社会に対する問題関心に沿

って整理することとしたい｡このように本論は完全

なレビューではなく､あくまでも筆者の研究関心に

引き寄せた暫定的なものであることを最初にお断り

しておきたい｡

研究の概観

先ずはじめに前述の r社会学評論｣の文献目録に 
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依拠して1985年から95年までに発表された韓国ある

いは在日朝鮮 ･韓国人に関わる著作 ･論文の点数を

見ておこう｡ それを整理したものが表 1である｡ 表

によれば､80年代と90年代とではかなり状況が変わ

ってきていることが理解される｡80年代は32点､90

年代は83点であるから 1年平均にすると約 6点から

約14点へと2倍以上になっており､同誌に掲載され

ていないものも含めれば､その差はもう少し拡大す

るものと思われる｡90年代にはいって社会学におい

てもようやく韓国あるいは ｢在日｣に関する研究が

一つの分野となってきたといえるかも知れない｡

表 1 『社会学評論』文献目録の韓国関連文献

年 1985 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95

文献数 4 8 10 6 4 14 21 9 18 

他の社会諸科学を一瞥してみると､最初 15 6

研究対象としたのは急速な経済成長に注目に韓国を

学であり 2､次いでその担い手に注目した経した経済

ったように思われる｡担い手としてはこと営学であ

(チェボル)｣と呼ばれる巨大な家族経営がに ｢財閥 

たが3､それとの関連で家族､あるいはそれ注目され

した人間関係に関わる研究が80年代に入っを基盤と

なった｡あるいは経済成長過程における指て盛んに

在り様や､指導部と民衆との角逐について導体制の

らのアプローチも70年代初から盛んに行わ政治学か

になった｡そこでは韓国の政治体制は ｢権れるよう

制｣あるいは ｢開発独裁｣といった言葉で表威主義体

それがいかに ｢民主化｣されたのかが焦点と現され､

｡ もっとも本稿ではレビュー対象から除外 なった4

人類学分野においては､既に 6年代から韓した文化0

ールドとする研究が､韓国の研究者との連国をフィ

で進められてきており､家族や地域の人間携のもと

るいはその優越関係､村落､あるいはシャ関係､あ

ムなどの研究5を担ってきた｡この意味ではーマニズ

は文化人類学の後塵を拝してきたこと ､社会学

になる｡しかし､韓国社会研究への参入が社会学

些か遅れたとは言え､社会学が本来持つ良においてく言え
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なりうる､と筆者はかねてより主張してきリットと

る地域社会の全体像を捉える上で社会学のたが､あ

性がより一層活かされるべきではないかと持つ優位

社会学における韓国研究のフレー 考える｡

ムワークこの項では筆者の韓国社会に関する関心

なフレームワークを示し､以下のオーバーの大まか

はそのフレームワークに沿って整理を行いビューで

う｡ 既に述べたように日本における韓国にたいと思

心は､戦前期の研究からかなりの空自を経験関する関

現代韓国に関して最初に注目したのは､先 したが､

ように､経済学であった｡それは韓国が6に述べた0

って急速な経済成長を開始し､それに伴っ年代に入

社会変化と政治変化が観察されたからであて急激な

変化の動因としての経済変化を説明するもる｡その

はいわゆる ｢二重経済発展モデル｣と呼ばのとして

がある｡それを理論枠組として韓国経済のれるもの

き明かしたものとして先に述べた渡辺利夫成長を解

著作がある6｡それは簡単に言えば､伝統的の一連の

業を中心とした社会に工業を政策的に移 な農林漁

し､農業部門に蓄積された過剰労働力を工植 ･育成

移転し､その過程が進行すればいずれ農村業部門に

過剰労働力が払拭され (この時点を ｢転換における

う)､それ以降にも工業化が進展すれば農点｣とい

不足する労働力を補完するために機械化村部では

料 ･除草剤等の多投などといった農業近代や化学肥

り､工業部門では農業部門から一層の労働化が始ま

するため､あるいは相対的に不足する労働力を吸引

するために賃金の上昇が始まる､とする理論力を雇用

渡辺はこの理論の貫徹を韓国において実証 である｡

たの して見せ

である｡この論理を社会学の側から検討してみる

論理の貫徹の中に多くの問題が潜んでいると､この

かる｡まず､この論理は労働力の農村部かことが分

への大量移動が大前提となっている｡そしら都市部

カバレッジの広さが地域研究を行う際にメ



大量移動は農村の側にも都市の側にも様々な変化を

もたらした｡農村の側には過疎問題や高齢化､従来

のコミュニティーの崩壊といった現象をもたらし､

他方､都市の側では人口集中による経済 ･社会の活

性化をもたらすと同時に､生活環境の悪化や環境汚

染などを引き起こすこととなった｡このことは当然

のこととして人々の伝統的意識からの離脱を促進し

たであろう｡社会学あるいは関連の研究もこの点に

焦点を当てたものが少なくない｡

人口の移動と農村 ･都市の変化

まず､人口の向都移動とその結果としての農家構

造の変化に関しては倉持和雄の諸研究を挙げるべき

であろう7｡倉持は韓国の人口動態調査と自らの農村

部における調査をもとにして韓国における人口移動

が時期的に波を打っていること､人口移動の型とし

て家族の内のまずは 1人が移動し､徐々に時間をか

けて移動し､遂には一家離村へと展開してゆくこと､

都市へと移動した人々が近代部門にそのまま就業で

きるわけではなく､その就業形態は学歴によってほ

ぼ決定 されること､などを明らかにした (倉持 

1987)｡また､人口の流出によって農村家族の構造に

甚大な影響が現れ､｢さんちゃん農業化｣､高齢化､

そして単身家族あるいは夫婦だけの核家族が急速に

増加し､家族周期の観点からすれば､｢農村から若

年層がほとんど流出してしまうために､サイクルは

とぎれてしまう｣(倉持 1993:30)と指摘 し､韓国

農村がもはや回復困難な危機に直面しているのでは

ないかと深い危倶を表明している｡ 同様な問題を指

摘 したものとして李成鏑や鄭起塊の論文を挙げるこ

とができる8｡後者はこのような状況の中で新たに農

事法人が創出されている事実に触れている｡ あるい

は､同様に危機的様相を示している日韓の農村にお

いても､両社会における ｢いえ｣と ｢むら｣の違い

が危機の状況を異なったものとしている､とする加

藤光一の指摘は貴重である9｡このような過程で農家
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戸数は減少しながらも平均耕地面積は拡大しないと

いう奇妙な現象を､農民層の分解を伴う農村社会の

全面的崩落の危機と捉えたのが滝沢秀樹である10｡

また滝沢は労働力移動と階層構造を地域別に詳細に

分析することで､その変化の政治的インプリケーシ

ョンに言及しているIl｡

言うまでもなく､人口が大量に流入した都市の側

でも多くの問題が発生した｡スラムの発生や環境汚

染の問題､都市インフラの不足､犯罪の増加等が主

要な問題であるが､この点に関しては日本での研究

は十分ではない｡その中で橋谷弘の都市研究は貴重

である 12｡橋谷はソウルが植民地都市として形成さ

れた経緯を持ちながら､その後の経済開発の過程で

先進国型と途上国型の両方の特徴を併せ持つNISE的

都市として形成されてきたこと､また最近の論稿で

は台湾との比較によって､工業化のパターンや産業

政策の違いによって同じくNISとはいえ､両国の都E

市は異なった成長を遂げたことを明らかにした｡

環境問題に関する蓄積もまた少ない｡その中で1991

年に韓国南部の大都市で起こった水道水の汚染問題

について現地調査を通して分析 した服部民夫の論文

に触れておいた方がよいだろう｡ 服部は環境汚染を

防止するためには､そこに生きてゆく人々の絶間な

い監視とそれを生かす地方自治､独寡占状況を産み

出す産業政策の変更､マスコミの冷静で分析的な報

道が必要であることを指摘している 13｡

経済発展と社会変化

さて､韓国の経済成長を担ったのは工業化の進展

であったが､とりわけ ｢財閥｣と呼ばれる大企業グ

ループが担った役割は極めて大きなものであった｡
I

そのような ｢財閥｣の特色を家族論的な観点から分

析 したものとして服部民夫の幾つかの業績がある｡

服部は韓国の ｢財閥｣の所有と経営が日本の戦前期

のそれとは異なって､両方ともが家族によって独占

されていることに注目し､それが ｢イエ｣と ｢チッ 
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プ｣との構造の違いから説明できるのではないかと

考えた｡

このような観点から服部は韓国 ｢財閥｣の所有と

経営の構造を子細に検討し､｢財閥｣の所有には 1､

オーナー支配型､ 2､中核企業支配型､ 3､相互持ち

合い型という三つの類型が存在し､規模が拡大する

につれて類型が 1から3へと変化する傾向があるこ

と､そしてそれは非血縁の専門経営者の台頭とも関

連していることを明らかにした｡また､韓国のチッ

プ (家族)の論理を適用することで ｢財閥｣の分割

といった組織的行動が説明できるとした｡韓国の家

族や親族に関する研究に関しては次項で論じる｡韓

国の企業は経済成長とともに急速に巨大化したが､

それにもかかわらず何故､家族支配から経営者支配

への変化が遅々として進まないのかに関しても､服

部は政府の経済政策とともに伝統的な家族重視の価

値観にその一因を求めている 14｡

服部と同様に工業化と ｢財閥｣の解明に関して着

実な成果をあげているのが小玉敏彦である｡小玉も

また韓国企業の経営的特質を論じる際に､日本と韓

国の家族や親族あるいは村落構造の違いに着目して

いるが､小玉の関心は服部のそれと比較して意思決

定や労使関係に一層重点があるようであり､労働組

合関係法の変遷に関する詳細な研究もこの分野の研

究に貢献している｡その点では小玉の研究がより一

層経営学的であるということであろう 15｡また､数

は少ないが日韓両国の労働者の意識についてアンケ

ート調査を通して明らかにしようという試みも見ら

れる｡例えば､まだ十分にこなれた業績とは言えな

いが､金栄愛の比較研究はその試みとして注目され

るべきだろう｡そこで彼女は労働者の職場への定着

に関して日韓共に伝統的価値の影響を認めている 16｡

家族 ･親族および村落とその変化

さて､以上見てきたような変化は先にみた ｢二重

経済発展モデル｣の進行によってかなり一般的に起 

こり得る変化である｡しかし､その社会変化は伝統

社会がどの様な構造と価値体系を持っていたのかに

よって様々な相違が起こり得る｡その意味で韓国の

社会構造､そのもっとも基礎となる家族､親族の構

造や人間関係のネットワーク､そしてそれらに対す

る意識がいかなるものであるのかについての研究関

心は日本における韓国社会研究の主流をなしてい

た｡

先の企業研究の部分でも紹介したが､韓国社会の

持つ家族や親族がどの様なものであるのかに関して

の研究は､日本のそれとの比較を含めてかなりの蓄

積がある｡これに関する研究は大きく分けると伝統

的な家族 ･親族に関するものと､その変化に関する

ものとに分けられる｡急速な経済成長とそれに伴う

社会変化の中で､家族や親族､あるいは親族の集合

体としての宗親会 (親族会)､家族の中における構

成員の役割は変化しつつあるが､このような変化の

分析に研究の焦点はあるように見える｡

まず最初に､韓国の家族 ･親族あるいは村落に関

する研究レビューあるいはサーベイについては酒井

俊二 17や金相圭 18による論文があることを紹介して

おくべきであろう｡前者においては社会学に限らず､

文化人類学の業績にまでレビューの範囲が及んでお

り､後者においては ｢宗族｣｢門中｣｢同族｣の三つ

の概念について韓国と日本の比較が行われている｡

ただし､韓国の研究における術語の混乱を十分に整

理するには至ってはいない､というべきである｡ま

た､外婚制の単位となっている同姓岡本集団の結合

関係とその変化に関して魯富子は二つの傾向が見ら

れるという｡ 一つは同姓岡本組織が遠い祖先が血縁

関係にあったとみられる他の同姓同本組織と連携

し､他方ではその下部においてはよりアソシューシ

ヨナルな関係へと変化しているという｡そこに著者

は韓国社会全体の変化を見ている 19｡この点は在日

の社会においても見られる変化であり､これについ

ては後に触れる｡また､韓国における伝統的家族に

関する研究の現状紹介として､安乗坤の論文がある｡
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安は日本の ｢イエ｣との比較を念頭において血縁原

理､長子の地位､相続と分家に分けて考察を進めて

おり､有益である20｡

ところで､韓国の家族は一般的に規模が大きいも

のと理解されてきた｡圧倒的な儒教の影響の下で､

それが父系の直系三世代家族を理想とすることは良

く知られているが､その連想からか韓国家族の規模

は日本のそれよりも大きいと考えられてきた｡この

点について松本誠一は丁寧な日韓比較分析によって

韓国の家族の大きさは地域によってかなりの違いが

あり､かつ一層丁寧は分析がなされている済州島に

おいてはその規模はかなり小さく 1925年の調査を基

準とするとしても4.- .人程度であったことを統計0 44

資料から明らかにした｡そして小人数化は進んでお

り､そのことが韓国における親子関係に大きく影響

を及ぼしているとしている 21｡

韓国の伝統的な家族においては年齢秩序と男性の

女性に対する優越が貫徹 しており､従って老人の地

位は圧倒的に高く､家族全員から尊敬される立場に

あった｡それは老人が韓国人の意識の中で大きな意

味を持つ祖先祭紀を司り､祖先に近い位置にあると

いうことも合意されていたであろう｡また､嫁は姑

の統制下にあり､夫婦の間での意思決定権は夫の側

にあると理解されてきた｡しかし､それは急速に変

化しつつあるようである｡老人の地位と役割につい

て金龍淳は慶尚北道蔚珍地域における経済開発以前

の姿を活写しているが 22､80年代後半の老人達の状

況を現地調査とシンポジウムによる討論を通して明

らかにしたのが高橋統一らのグループである23｡ そ

の中で韓国の学者の発言を引用 しながら､｢最近の

韓国の若者達の家族観は､従来の上下関係よりは横

的な平等関係が強調されているし､核家族も普遍化

しつつあるなどの点からすれば､韓国も近い将来､

高齢者の扶養は､社会がその責任の多くの部分を担

うような時期が到来する｣(高橋 1990:80)として

いることは､韓国の家族像の将来を考える際に示唆

的である｡また､朝倉敏夫は伝統的価値の具現とし

服部 :日本における韓国に関する社会学的研究

ての祖先祭紀が都市のアパート生活者ではどのよう

に変化しているかを実証研究し､祭紀の回数の減少

と､集合する範囲の縮小､祭紀の主宰者の多様化と

いう現実への適応が起こっている事実を指摘し､伝

統を固守する人々より現実適応タイプが増加してい

るとした 24｡

老人の地位と役割の変化同様､嫁と姑の関係やそ

の関係に入る以前の配偶者選択においても変化は現

れてきている｡ 山中美由紀は配偶者の選択において

｢親族集団のもつ機能的意味が弱まるとともに､伝

統的な仲媒結婚もまた意味内容を変え､家族や親族

の出来事から､個人の出来事へと移り変わろうとし

ている｣と指摘している (山中 1985:132)25｡山

中は進んで家族内における嫁姑関係の変化を分析

し､家族の ｢私事化｣の進行を実証し､それが ｢増

田光書が 20年前に日本で行った調査結果と極めてよ

く似た進行過程を見出すことができた｣と結論して

いる (山中 1995:96)260

社会や家族内における女性の地位と役割の変化に

関する関心も高い｡韓国にのみ研究対象を絞ったも

のではないが､篠崎正美は韓国 ･タイ･中国 ･日本

の 4ヶ国における都市家族と女性についてインタビ

ューとアンケート調査を通して比較分析を試みてい

る27｡ そこで篠崎は､韓国の家族は形態的には他の 

3ヶ国と大差はないが､家族のきずなにおいて縦の

関係が強く､妻の家事に対する役割分担では日本よ

り弱く､意思決定においては妻の立場が日本より強

いといった特徴を見出した｡この結論は金恩美 ･本

村汎の実証研究の結果 28とも通 じるところがある｡

また､瀬知山角は女子労働という視角から､同じ儒

教の影響下にある韓国と台湾において女子の労働参

加率は日本を中点として対極にあるという興味深い

分析結果を引き出し､それを ｢主婦｣が消滅しにく

い社会と消滅しやすい社会という特徴で説明してい

る29｡

韓国家族の上述のような変化を追認するような形

で90年代に入って家族法が改正された｡その内容は 
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小玉敏彦によれば､男女不平等条項の是正､伝統的

家族観からの離脱一戸主制度､養子制度の改正の二

つのポイントに要約できるという30｡家族や親族の

制度と現実とが相互に影響しあうという観点からみ

れば､小玉が言うように ｢韓国の伝統的親族秩序に

大きな変更を迫ってゆく｣(小玉 991.01 '8)と思わ

れるが､それが ｢同姓岡本の婚姻禁止｣事項の改正

まで進むという小玉の予想については､筆者とは判

断を異にする｡

あるいは､伝統的な家族や親族によって構成され

る村落についても社会学者の関心を引いてきた｡こ

の分野では純粋に社会学とは言えないが､日本が韓

国を植民地化していた戦前期に､例えば書生永助の 

r朝鮮の衆落｣といった大著が出版されており､そ

れは日本における戦後の研究においても出発点とし

て利用されてきた｡しかし､韓国の村落そのものに

関する研究は余り十分とは言えない｡松本誠一の研

究が散見される程度である 31｡特殊な事例の分析と

いえるかもしれないが､伝統的な男性原理に基づく

村落共同体がカトリック信仰による平等､代父母ネ

ットワークの形成などによって変容してゆく過程を

分析した呉知恩の論考は興味深い32｡

人間関係ネットワーク

韓国社会に関心を持つ社会科学者は上述したよう

な血縁原理の強さとともに､地縁や学縁 (同窓関係)

の強さに驚嘆することが多い｡このような人の ｢つ

ながり｣を実証的にあるいは歴史的に捉えようとし

たものとして服部民夫の研究がある｡服部はビジネ

ス ･エリートを含むエリートが盛んに転職を繰り返

し､しかもその範囲が産業界だけではなく官界や言

論界などに広がっているところに疑問を持ち､それ

を可能にするものとして､その上を情報 (時には人

間もまた)が流れる血縁､地縁､学縁によって構成

された人間関係の網の目が存在することを見出した 

33｡ また､そのような人間関係ネットワークの範域 

24

に限界があることが ｢地域感情｣を維持させる一因

ともなっているのではないかという仮説を提出した 

34 その後服部は韓国社会の中で不断に再生される｡

このようなネットワークの根源を見出すべく､朝鮮

朝時代の有力な両班層の族譜を資料として有力両班

間の結婚関係を子細に検討し､伝統的な外婚制と権

力ポストの獲得という二つの要因がネットワークの

形成と維持､したがって不断の階層化という社会運

動を産み出したことを実証した｡そして､そのフレ

ームワークを使って現代韓国社会の分析を試みた35｡

また最近､出水薫は80年代末からの大統領選拳､国

会議員選挙における選挙結果を分析しながら地域感

情と関わる地域割拠の状況について分析している36｡

社会運動と言論

韓国社会の､以上で見てきたような大きな社会変

化は様々な形での社会運動や市民運動を産み出し

た｡大畑裕嗣は80年代後半に行われた大統領選挙を

めぐる状況の中で社会運動の持つ限界を描こうとし

た｡大畑は選挙運動に参画した社会運動各派は結局

のところ既成政党に対する従属でしかなかったので

はないか､との厳しい批判を放っている37｡これは

また前項で服部が提示した問題関心ともある部分重

なっている｡運動体が結局のところ人間関係に依拠

する部分で活動を継続しようとすれば､独自候補を

持たない限り同様の人間関係を持つ､一層強力な政

党にからめとられてしまう可能性が高いからであ

る｡また大畑は､韓国における市民社会論の成果も

取り入れながら､仁川における現地調査を踏まえて

先進国型､途上国型という二分法ではない新たな市

民運動の分析枠組を模索している38｡

言論報道を分析することで日韓の社会の特質と違

いを明らかにしようとする論考も徐々に増えてきて

いる｡その代表的なものとして東京大学新聞研究所 

(規社会情報研究所)が行ったソウル ･オリンピッ

ク報道に関する日韓比較がある｡ この研究では日韓



両国の論壇､社説､テレビ報道の線審な比較分析を

行い､日韓の間の報道に当事者と第三国であること

の差異以上のものを見出し､また韓国の報道からは

オリンピックを利用しての支配者から被支配者に対

する統制 ･管理の側面は否定できないものの､現実

にはそのような政治的思惑を超えるうねりをも生み

出した点に注目している39｡

このほかにも報道やコミュニケーションに注目し

た幾つかの注目すべき研究があるが､筆者の力が､

残念ながら､及ばない｡大畑や李時載などの研究が

注目される40｡

在日朝鮮 ･韓国人社会

在日朝鮮 ･韓国人社会に関する研究が少なかった

ことは福岡安則 ･金明秀の近著 41によれば､｢日本の

社会科学が民族現象にたいして伝統的に無関心であ

ったこと｣に帰せられるが､｢(最近では)日本にお

いてエスニシティ一研究がひとつの学問的フロンテ

ィアとしてクローズアップされてきている｣(福

岡 ･金 1997:2)とされているように､19n年代に

入って以降､研究が蓄積されてきた｡｢在日｣に関

する研究は相互に強く関連しながら､大きく三つの

グループに大別されると思われる｡その第一は ｢在

日｣の形成やその職業や階層に関するもの､第二に

｢在日｣の意識やアイデンティティーに関するもの､

そして第三に強くエスニック･スタディーに傾斜し

て ｢在日｣の親族関係や宗教現象に注目したもの､

である｡順次検討してゆこう｡

第-の範時に属する研究は､量的には多いとは言

えないが第二､第三の トピックスを考える上でも重

要なテーマである｡庄谷怜子は ｢在日｣の高齢者世

帯を ｢安定自立層｣｢不安定自立層｣｢要保護 ･ボー

ダーライン層｣｢被保護層｣の四つに分け､戦後の

日本の経済成長の中でそれらの層がいかに形成さ

れ､分化してきたのかを生活史の観点からまとめて

いる 42｡ また､森木和美は主として神奈川県で行わ

服部 :日本における韓国に関する社会学的研究

れた ｢在日｣に関する調査を素材として ｢在日｣の

職業決定要因に関するモデルを提示している43｡

第二のカテゴリーに分類される研究の中で､福岡

安別や辻井ゆき子の精力的な仕事が注目される｡福

岡は徹底した聞取りの積み重ねにより､殊に ｢在日｣

三世を中心とする青年層のアイデンティティの有り

様を ｢葛藤型｣｢無葛藤型｣｢脱葛藤型｣三つのタイ

プとして抽出した4 福岡のインフォーマントと徹4｡

底して目線を合わせて問題を考えてゆく方法は､社

会学における ｢聞取り法｣の一つの典型例とでもい

うべきである｡

｢在日｣青年層の生活と意識を大規模なアンケー

ト調査によって明らかにしようとしたものが､先に

も触れた､福岡と金の仕事である｡この調査は韓国

系に限られてはいるが､18歳から30歳までの男女800
人の主として三世を対象としたものであり､統計的

手法も織り混ぜながら ｢在日｣の実相に迫っている｡

その内容を紹介する余裕はないが､筆者の読後感を

書き記すならば､成長期に何等かのエスニック･マ

イノリティーであるがゆえの傷を負った ｢在日｣青

年がかくも日本社会に対して愛着を感じていること

への驚き､そして彼らへの関心と存在を挺子として

日本社会の文化多元主義への可能性を見たい､とい

う願望である｡また､この著作は､第三のエスニッ

ク･スタディーへの橋渡しとしても重要な役割を持

つと思われる｡同様の意味で注目されるのが原尻英

樹の研究である｡原尻は筑豊の ｢在日｣の世界を丹

念に調査し､その生活世界を描 くとともに､彼らの

民族的アイデンティティのあり方に徹底して拘って

いる4 5｡

｢在日｣の宗教行動や親族組織などに関する研究

の進展に大きな契機となったのは､90年代初に塩原

勉を代表者とする研究グループの活動ではなかった

かと思われる4 その研究報告では日本人による宗6｡

教団体等とともに ｢在日｣の光山金氏親族会が取り

上げられ､その組織化と先阻祭紀についての分析が

行なわれている｡ この報告書では ｢公式組織からネ 
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ツトワークへ｣という変化軸の下で研究が進められ

ているが､親族会組織が近代化の進展の中で自発的

な任意団体型の結合が優越してくる過程が､飯田剛

史の専用墓地の建設過程の分析や､｢在日｣の親族

集団に関する寺岡伸悟､あるいは対馬路人論文など

に見られる4 7｡この点は先にも触れた魯富子の論文

が明らかにした韓国における親族集団の変容と通じ

るところがある｡

｢在日｣というエスニック社会における宗教の機

能については､先の塩原プロジェクトにおける紀葉

子の研究48や谷富夫の研究49が興味深い｡

特に後者の ｢これら3つ (儒教､韮俗､キリス ト

教)の宗教は対抗的な相互補完関係において 1つの

システムを構成しているといえるであろう｡(中略) 

1人の信仰ではカバーしきれない行動領域と､ 1つ

の信仰では充足しきれない諸欲求とが､性と世代の

分業関係によって､在日社会全体として相補的に確

保されている｣(谷 1995:14)という指摘は意義深

い ｡

その他の研究

以上で述べてきた研究分野以外にも､われわれは

いくつもの蓄積を得るにいたっている｡たとえば殊

に若年層の韓国あるいは日韓関係に関する意識を調

査 ･研究したものとして横山勝英5 0､横山賛 51､栗

原孝52､坪井健53などがある｡あるいは荏吉城によ

る文化受容に関する論究54なども参考になる｡

おわりに

これまで日本の社会学および関連領域における韓

国社会研究について駆け足で検討してきた｡ 韓国

に関する研究は90年代に入ってその数は増加してお

り､その質も上がってきているように思われるが､し

かし本稿で見てきたように社会学からの研究は韓国

という社会の実像を解き明かすにはカバレッジ面で 
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もレベルの面でもまだまだ不十分である｡また､隣

国であることを考えれば､より一層の研究が蓄積さ

れることが望まれる｡ 社会学の韓国研究はいささか

そのスター トが遅れたとはいえ､全体社会あるいは

組織と個人との関係という社会学が本来持っている

問題関心のありようは､地域研究を行う際にも非常

に適切な視角を持ちうると筆者は考えている｡

また､韓国研究は理論的に見ても大変興味深い研

究分野である｡同じく中国の文化的影響を受けなが

ら､その社会は日本社会とある面では微妙に､別の面

ではかなり大きく異なっている｡ なぜそうなのかを

考えてゆくことは魅力的な知的チャレンジであると

ともに､既存の日本に関する研究の理論を鍛えてゆ

くことにも通じると筆者は考えている｡また､韓国

は変化の早い社会である｡社会の中でどの部分の変

化が早く､どの部分は変化しにくいかをスペクトラ

ムをとおして見るような面もある｡今後一層の現地

調査と理論研究が積み重ねられることが望まれる｡



<註> 

1今から10年以上前の 1983年に､綿貫謙治は第5回 
Koe-aa neetaEcagCneecにおけるraJpnItllculxhne ofrne
Dieiain f nweg nCneprr oeissmnto oKoldeo otmoayKran 
Japanと題する報告を次のような言葉ではじめてい

る｡｢最初私は現代の韓国に関する､日本人社会学者

による学術論文に限ってサーベイを行おうと考えて

いたが､私が発見できたのはほんの僅かであった｣

と｡そこで綿貫はサーベイの範囲を拡大 してレビュ

ーを行っているが､それからかなり時間が経った現

在でも､状況は多少改善されたとはいえ､劇的に変
化したとは言い難い｡ 

2経済学においては､韓国経済の成長がどのような性

格のものであるのかに関して､80年代中盤以前には

その評価が鋭 く対立 していた｡80年代中盤以前の評

価を代表するものは､隅谷三喜男が 1976年に刊行 し

た 『韓国の経済 j(岩波新書)である.そこでは韓国

の経済成長は対外依存的､従属的な発展であり､国

内的には所得を含む諸格差の拡大､農村の疲弊､｢財

閥｣の肥大化､労働者の抑圧などの様々な不公平､

脆弱性を伴 うものとして捉えられた｡この見解には､

もちろん反発する人も少なからずいたが､韓国国内

においてもこれを支持する人が相当数存在 し､それ

らの人々の中で韓国資本主義論争がたたかわされた｡

その後､80年代初に渡辺利夫が 『現代韓国経済分析｣ 
(勤草書房)を刊行､開発経済学の立場から韓国の 
NIES的発展を理論的に解明し､その発展を高 く評価

する立場を鮮明にした｡80年代後半になってこの渡

辺の説が優勢となった｡後に触れるように､渡辺の

論理の核心の一つは ｢二重経済発展モデル｣である

が､その進行過程において社会学が研究対象とすべ

き様々な問題を惹起 した｡渡辺はこの点については

当然言及してはいない｡ 

3たとえば､1977年に出版された隅谷三喜男編 F韓国

の企業経営』(アジア経済研究所)はその点で先駆的

業績であり､そこに寄稿 した谷浦孝雄の三星グルー

プ､あるいは米川伸一編 r世界の財閥経営』(日経新
書､1981年)に掲載された同氏のラッキー金星グル

ープの分析は当時の日本における韓国財閥研究の水

準を示すものであった｡ 

4 この分野では神谷不二､小此木政夫､あるいは藤原

帰一などの貢献を挙げておきたい｡先の渡辺利夫は

経済の発展が権威主義体制を溶解させるとして､80
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